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働
き
方
改
革

実
現
へ
の
ヒ
ン
ト

〜
担
い
手
の
育
成
と

　
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
化
で
挑
む

　
建
設
業
界
〜

特
集

昨
年
六
月
、働
き
方
改
革
関
連
法
案
が
参
院
本
会
議
で
可
決
、成
立
し
た
。

労
働
基
準
法
を
は
じ
め
と
す
る
関
連
法
の
改
正
が
行
わ
れ
、本
年
四
月
に
各
法
案
が
施
行
さ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
の「
労
働
」に
対
す
る
既
成
概
念
、価
値
観
を
超
え
、新
た
な
働
き
方
を
構
築
す
る
動
き
が
加
速
す
る
。

働
き
方
改
革
の
最
終
的
な
目
標
は
、投
資
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
生
産
性
の
向
上
を
図
り
な
が
ら
、

就
業
機
会
の
拡
大
や
意
欲
、能
力
を
存
分
に
発
揮
す
る
環
境
を
創
造
す
る
こ
と
だ
。

建
設
業
界
に
お
い
て
も
、こ
う
し
た
視
点
で
す
で
に
多
様
な
取
組
み
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

働
き
方
改
革
実
現
に
向
け
た
ヒ
ン
ト
を
探
る
特
集
、第
二
回
は
建
設
業
界
の
施
策
に
迫
る
。

担
い
手
育
成
を
支
援
す
る
基
金
と
い
う
ス
キ
ー
ム
の
根
底
に
は
、

単
な
る
資
金
的
な
助
成
を
超
え
た
強
靭
な
意
志
が
あ
る
。

施
工
に
携
わ
る
技
能
者
の
体
調
、健
康
を
管
理
す
る
独
自
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
、

仲
間
を
見
守
る
こ
と
で
作
業
環
境
と
現
場
で
の
働
き
方
を
変
え
つ
つ
あ
っ
た
。

右／全国初の職人育成塾に集った訓
練生たち。（写真提供：（一社）利根
沼田テクノアカデミー）
左上／技能者の健康状態をリアルタ
イムで管理することができるバイタ
ルチェッカーのシステム管理画面
（写真提供：㈱NIPPO）
中下／昨年11月に開催された「第3
回建設専門工事業合同体験フェア」
の様子（写真提供：建設産業専門団
体中部地区連合会）
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─
二
〇
一
七
年
度
実
績
の
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
報
告
書
の
公
表
に
つ
い
て

　

生
産
性
指
標
は
前
回
調
査
時
よ
り
も

少
々
鈍
化
し
て
い
る
も
の
の
、
上
昇
傾

向
と
な
っ
て
お
り
、
良
い
方
向
に
進
ん

で
い
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

具
体
的
な
施
策
を
見
る
と
、
場
所
打
ち

コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
の
効
率
化
や
プ
レ
キ

ャ
ス
ト
の
導
入
な
ど
の
成
果
が
出
て
い

ま
す
。
ま
た
今
後
は
、
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ

Ｍ
の
活
用
な
ど
Ｉ
Ｃ
Ｔ
へ
の
取
組
み
に

各
社
が
一
層
の
注
力
を
し
て
い
こ
う
と

い
う
姿
勢
が
見
ら
れ
ま
す
。
と
こ
ろ
が

そ
れ
を
推
進
す
る
に
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
者

が
足
り
な
い
と
い
う
課
題
も
同
時
に
見

え
て
き
ま
し
た
。
国
土
交
通
省
に
も
Ｉ

Ｃ
Ｔ
施
工
に
力
を
入
れ
て
い
た
だ
い
て

い
る
の
で
、
課
題
を
一
つ
ひ
と
つ
克
服

う
。
将
来
的
に
は
建
設
現
場
に
お
い
て

も
そ
の
よ
う
な
光
景
が
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
に
は
、

例
え
ば
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
駆
使
し
た
作
業
の
効

率
化
や
現
場
管
理
の
合
理
化
な
ど
の
多

様
な
改
善
を
積
み
上
げ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
し
、
そ
れ
に
応
じ
た
建

設
技
能
者
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
も
必
要
と

な
り
ま
す
。

　

取
り
組
む
べ
き
課
題
は
幅
広
く
、
ま

た
奥
が
深
い
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

実
効
的
な
施
策
を
業
界
で
共
有
す
る

働き方改革実現へのヒント特集

─
二
〇
一
六
年
発
表
の
「
生
産
性
向

上
推
進
要
綱
」
に
つ
い
て

　

生
産
性
向
上
は
日
建
連
の
長
期
ビ
ジ

ョ
ン
で
示
さ
れ
た
、「
建
設
技
能
者

三
五
万
人
の
省
人
化
」
を
達
成
す
る
た

め
の
不
可
欠
な
取
組
み
で
す
。
ご
存
じ

の
と
お
り
、
要
綱
を
発
表
し
た
後
に
週

休
二
日
の
推
進
、
時
間
外
労
働
の
削
減

と
い
っ
た
、
建
設
業
界
全
体
の
働
き
方

改
革
に
関
す
る
新
た
な
目
標
が
相
次
い

で
掲
げ
ら
れ
、
そ
れ
ら
を
達
成
す
る
た

め
に
も
生
産
性
向
上
の
重
要
性
は
一
層

高
ま
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

─
働
き
方
改
革
に
資
す
る
生
産
性
向

上
策
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か

　

製
造
業
の
事
例
か
ら
す
る
と
、
省
人

化
の
行
き
つ
く
先
は
高
度
な
機
械
化
や

ロ
ボ
ッ
ト
化
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
し
ょ

小原好一
Koichi Obara

一般社団法人　
日本建設業連合会
生産性向上推進本部長

し
な
が
ら
官
民
一
体
と
な
っ
た
取
組
み

を
更
に
推
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

生
産
性
向
上
は
、
実
は
こ
れ
か
ら
が

本
番
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
各
社

の
試
行
錯
誤
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
成
果

を
業
界
全
体
に
展
開
し
て
い
く
こ
と

で
、
五
年
後
、
一
〇
年
後
に
は
建
設
業

界
が
大
き
く
変
わ
っ
た
と
実
感
で
き
る

も
の
に
な
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

日建連の働き方改革への取組み 日
建
連
は
こ
れ
ま
で
に
生
産
性
向
上
推
進
要
綱
を
は
じ
め
、週
休
二
日
実
現
行
動
計
画
、統
一
土
曜
閉
所
運
動
な
ど
を
策
定
、展
開
し
、

建
設
業
の
働
き
方
改
革
に
果
敢
に
取
り
組
ん
で
き
た
。各
施
策
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
進
め
、施
策
の
高
度
化
も
継
続
的
に
推
進
し
て
い
る
。

生
産
性
向
上
推
進
本
部
の
小
原
好
一
本
部
長
に
建
設
業
界
の
働
き
方
改
革
に
向
け
た
基
本
理
念
に
つ
い
て
聞
い
た
。

　日建連は一昨年の12月に、土日を原則とする週休
二日（4週8閉所）を2021年度までに実現することを
目的とした「週休二日実現行動計画」を策定。
　昨年末に発表した実行計画のフォローアップ報告
（調査対象：日建連会員105社、13,296現場）による
と、対象事業所の4分の1以上が4週8閉所を達成。4週
6閉所以上の現場は6割を超えている。閉所率は民間

発注主体の建築工事に比べ、公共工事が多数を占める
土木工事の現場の方が高かった。今後、更なる官民双
方の発注者への理解促進、協力要請が、適正な休日の
取得において不可欠な要素となる。
　実行計画の決定時に日建連は、業界の命運を懸けて
この施策に挑むと宣言した。今後も施工の効率化、意識
改革を進め、全現場における週休二日を目指していく。

週休二日推進

 
一
般
社
団
法
人 

日
本
建
設
業
連
合
会

　これまで建設業界には、建設技能者の能力、経験値
を客観的に確認、評価する仕組みが存在していなかっ
た。技能者のスキルを処遇の向上につなげるため、
2015年、建設産業活性化会議において技能者の経験
と技能を蓄積するシステムの構築が表明され、これを
受けて翌年「建設キャリアップシステムの構築に向け
た官民コンソーシアム」が設立。技能者の能力や経験
を統一したルールに則って適正に評価し、処遇の改善、
技術の研鑽、意欲の向上を目指すインフラとなる「建
設キャリアアップシステム」の構築が始まった。

　本人を特定できる基本データと、これまでに経験し
た職種、立場（職長など）、就業実績に始まり、保有す
る資格、講習の受講記録などを登録、IDが付与された
ICカードを発行し、データベース上で見える化する。
技能者ごとの適正な処遇改善を促すことを目指す。
　本年1月から3月まで、24の現場において「限定運
用」を実施中。4月からの本格運用に向け、システムの
最終チェックや、運用マニュアルの整備が進んでいる。

建設キャリアアップシステム

　日建連は2010年度に「快適職場表彰制度」を創設し、
施工現場の作業所において職場環境の快適化に取り組
んだ会員企業を顕彰してきた。ユニークな就労制度や、
斬新なアイデアなどに着目し、働き方を変え、従来の
業界イメージを一新する活動など、毎年斬新な取組み
が寄せられてきた。
　2017年度からは審査基準を明確に示し、一定の基
準を満たした作業所すべてを認定する「認定制度」と

いう新たなステー
ジに歩を進めた。
総合的な職場環境
改善施策の普及を
促し、建設業のイ
メージを刷新することで次世代の担い手確保を目指す。
それぞれの取組みに働き方改革を促す多くのヒントを
見ることができる。

快適職場認定 生産性指標の推移

※2017年度調査における有効回答企業数は土木71社、建築68社　※各社回答の完成工事高に対して、建設工事
費デフレーター（2011年度基準）による補正を行った。 ※生産性指標の数値は、生産性の実態を正しく把握する
ため、有効回答各社の完成工事高、延労働時間を合算して算出した。　　　　　　

（日建連「生産性向上推進要綱 2017年度フォローアップ報告書」2ページを基に作成）

生産性指標＝完成工事高（円）／人工（人日）

（円/人工）
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17（年度）16151413121110090807

　　土木　　　建築　　　平均（土木・建築） 91,873
90,093
86,442

自民党政権 民主党政権 自民党政権

東京オリンピック開催決定リーマン・ショック 担い手3法成立

対象事業所の閉所状況

4週7閉所4周6閉所4週5閉所4週5閉所未満

4週8閉所 26.5%
4週6閉所 64.3%

4週8閉所 21.5%
4週6閉所 58.5%

4週8閉所 30.9%
4週6閉所 69.4%

全体の
対象事業所

土木の
対象事業所

建築の
対象事業所

17.2%
1,737

12.6%
686

22.1%
1,051

18.6%
1,893

18.0%
976

19.3%
917

21.7%
2,205

21.0%
1,139

22.4%
1,066

16.2%
1,644

17.5%
949

14.6%
695

26.5%
2,700

30.9%
1,679

21.5%
1,021 

4週8閉所

（日建連「週休二日実現行動計画 2018年度上半期 フォローアップ報告書」3-4ページを基に作成）
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建
設
産
業
専
門
団
体

中
部
地
区
連
合
会

い
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
厳
正
に
検
討
し

て
く
だ
さ
る
。
そ
の
真
剣
さ
に
は
頭
が

下
が
る
思
い
で
す
」。

　

現
在
、
戸
田
み
ら
い
基
金
は
一
般
財

団
法
人
だ
が
、
今
後
は
更
に
税
制
が
優

遇
さ
れ
る
公
益
財
団
法
人
と
し
て
の
活

動
を
目
指
し
て
い
る
と
能
登
谷
事
務
局

長
は
抱
負
を
語
る
。「
建
設
業
に
携
わ

る
若
者
、
女
性
、
外
国
人
を
取
り
巻
く

状
況
は
刻
々
と
変
化
し
て
お
り
、
基
金

の
在
り
方
や
意
義
も
時
代
の
要
請
に
合

わ
せ
て
進
化
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
公
益
化
す
る
こ
と
で
助
成
金
が
充

実
す
れ
ば
、
更
に
実
効
性
の
あ
る
取
組

み
が
可
能
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
」。

能登谷英俊
Hidetoshi Notoya

一般財団法人 
戸田みらい基金 事務局長
（戸田建設㈱労務政策部長）

　
「
一
般
財
団
法
人
戸
田
み
ら
い
基
金
」

設
立
の
き
っ
か
け
は
、
戸
田
建
設
㈱
の

今
井
雅
則
社
長
に
よ
る
毎
年
春
恒
例
の

支
店
訪
問
だ
っ
た
。
各
地
の
現
場
が
抱

え
る
問
題
点
や
協
力
会
社
か
ら
の
要
望

谷
事
務
局
長
は
明
か
す
。「
重
要
な
こ

と
は
技
能
者
に
光
を
当
て
る
こ
と
な
の

で
は
な
い
か
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
職
人
一
人
ひ
と
り
の
技
能
を
高

め
る
こ
と
が
働
き
方
を
変
え
る
こ
と
に

つ
な
が
る
と
。
例
え
ば
複
数
の
工
種
を

一
人
で
こ
な
す
こ
と
が
で
き
る
多
能
工

の
数
が
増
え
れ
ば
、
業
界
全
体
の
働
き

方
も
お
の
ず
と
変
わ
っ
て
い
く
で
し
ょ

う
」。

　

助
成
す
る
案
件
の
審
査
は
、
戸
田
建

設
、
専
門
工
事
団
体
、
異
業
種
企
業
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
二
名
が
参
画
す
る
審
査
委

員
会
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。
基
準
は
応

募
施
策
の
「
具
体
性
」「
効
果
性
」「
先

駆
性
」、
そ
し
て
活
動
金
額
の
「
妥
当

性
」
だ
。
そ
の
大
前
提
と
な
る
の
が

「
審
査
の
公
正
性
」
だ
と
、
能
登
谷
事
務

局
長
は
次
の
よ
う
に
話
す
。「
助
成
す

る
対
象
は
専
門
工
事
会
社
や
関
係
団
体

で
あ
り
、
戸
田
建
設
と
の
取
引
は
一
切

関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
く
ま
で
第
三
者

的
な
視
点
で
選
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
大
手
電
機
メ
ー
カ
ー

や
百
貨
店
の
労
務
や
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

に
詳
し
い
方
々
に
も
ご
協
力
を
い
た
だ

基
金
の
ス
キ
ー
ム
で

働
き
方
を
変
え
る

働き方改革実現へのヒント特集

企
業
の
垣
根
を
越
え
た
活
動

　

戸
田
み
ら
い
基
金
の
助
成
を
受
け
、

昨
年
十
一
月
、
名
古
屋
市
で
ユ
ニ
ー
ク

な
イ
ベ
ン
ト
「
第
三
回
建
設
専
門
工
事

業
合
同
体
験
フ
ェ
ア
」
が
開
催
さ
れ
た
。

設
計
者
と
大
工
だ
け
で

家
は
建
た
な
い

　

戸
田
み
ら
い
基
金
の
活
動
は
、
一
企

業
に
よ
る
施
策
を
超
え
て
い
る
よ
う
に

見
え
る
。
し
か
し
、
業
界
全
体
が
成
長

す
れ
ば
戸
田
建
設
の
中
長
期
的
な
企
業

価
値
の
向
上
に
つ
な
が
り
、
そ
の
結
果
、

基
金
の
活
動
が
活
性
化
し
て
い
く
。
こ

の
好
循
環
を
継
続
さ
せ
て
い
く
た
め
に

財
団
法
人
と
い
う
ス
キ
ー
ム
が
必
要
だ

っ
た
。「
人
材
育
成
は
働
き
方
改
革
と

有
機
的
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
基
金

で
助
成
し
た
好
事
例
に
つ
い
て
、
他
の

企
業
や
団
体
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ン
セ

プ
ト
で
展
開
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

っ
て
い
ま
す
」
と
能
登
谷
事
務
局
長
は

話
す
。

渡會武則
Takenori Watarai

建設産業専門団体
中部地区連合会 副会長
（加向建設㈱社長）

会場内には専門業団体ブースが設
けられ参加者たちは型枠、鉄筋、
左官などの匠の技に触れ、実作業
を「体験」しながら巡回した。（写
真提供：建設産業専門団体中部地
区連合会）

主催：建設産業専門団体中部地区連合会　

協賛：（一社）日本建設業連合会 中部支部／（一財）戸田みらい基金／ 愛知・岐阜・三重・静岡 各県建設業協会

後援：国土交通省中部地方整備局／名古屋市／中日新聞社　 
協力：東海ラジオ放送

【問合せ先】建専連中部（東海建設軀体工業会事務局）　【電話】052-681-6811

建設専門工事業

フェア
明日に

花咲く
、人づく

り

明日に
花咲く

、人づく
り

〜つく
って確

かめよ
う！あ

なたの
未来〜

〜つく
って確

かめよ
う！あ

なたの
未来〜合同体験

2018年11月12日(月)

9：00～16：00

第3回

建築・土
木の世界

を支える
さまざま

な建設技
能を一堂

に集めて
、名古屋・

栄に明日
を

担う若者
たちが集

う公開実
習体験の

場を開設
。皆さん

をお待ち
します！

（実習体
験を希望

される方
は作業が

しやすい
服装でご

来場くだ
さい。で

きればヘ
ルメット

・作業服
・軍手・運

動

靴の着用
が望まし

いです。
ヘルメッ

トは会場
でも貸与

しますが
数に限り

がありま
すのでご

了解くだ
さい。）

とき

出展団体 名古屋栄

オアシス21 銀河の広場

ところ

メイン会場

栄・三越百貨店前 栄広場屋外会場

名古屋
テレビ塔
名古屋
テレビ塔

愛知県
美術館
愛知県
美術館

名古屋市
中区役所

名古屋市
中区役所

久屋大通
公園

愛の広場愛の広場

栄栄

LACHICLACHIC

メルサ
栄本店
メルサ
栄本店

三越三越

N

オアシス 21

栄広場

東海建設軀体工業会

（一社）日本機械土工協会

中部支部

（一社）日本型枠工事業

協会東海支部

東海4県鉄筋組合連絡会

日本左官業組合連合会 

東海ブロック会

中日本圧接業協同組合

全国タイル業協会中部支部

（一社）日本塗装工業会中部ブロック

中部マスチック事業協同組合

（一社）全国建設室内工事業協会

中部支部

中部建設インテリア事業協同組合

（一社）全国クレーン建設業協会

愛知支部

ダイヤモンド工事業協同組合中部支部

（一社）プレストレスト・コンクリート

工事業協会中部支部

どなたでも

入退場自由・無料

校
、
高
等
専
門
学
校
の
生
徒
た
ち
を
招

い
て
、
実
際
に
土
木
・
建
築
の
世
界
に

触
れ
て
も
ら
お
う
と
す
る
イ
ベ
ン
ト
だ
。

「
工
業
高
校
の
生
徒
と
は
い
え
、
入
学

当
初
は
『
家
を
建
て
る
の
は
設
計
家
と

建設の未来を担う力を育む戦略
一般財団法人 戸田みらい基金

戸
田
み
ら
い
基
金 

助
成
事
例
①

建
設
産
業
専
門
団
体 

中
部
地
区
連
合
会

こ
れ
を
開
催
し
た
の
は
、
東
海
四
県

（
岐
阜
、
静
岡
、
愛
知
、
三
重
）
の
建
設

業
協
会
を
中
心
と
す
る
「
中
部
圏
建
設

担
い
手
育
成
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
」

の
一
員
で
あ
る
建
設
産
業
専
門
団
体

（
建
専
連
）
中
部
地
区
連
合
会
だ
。
同
連

合
会
は
、
こ
こ
五
年
ほ
ど
か
け
て
建
設

専
門
工
事
業
と
は
ど
う
い
っ
た
職
業
な

の
か
、
若
き
将
来
の
担
い
手
た
ち
に
向

け
、
そ
の
認
識
を
深
め
る
活
動
に
力
を

入
れ
て
き
た
。
同
フ
ェ
ア
は
、
工
業
高

を
聞
き
取
る
な
か
で
、
担
い
手
の
確
保

が
業
界
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
い
う

危
機
感
を
抱
き
、
対
策
を
検
討
し
た
。

「
そ
こ
で
浮
上
し
た
の
が
『
財
団
法
人
』

と
い
う
発
想
で
す
。
戸
田
建
設
の
株
式

を
保
有
し
そ
の
配
当
金
を
活
用
す
る
こ

と
で
、
建
設
業
界
の
将
来
を
担
う
人
材

の
確
保
、
育
成
を
応
援
す
る
と
い
う
取

組
み
で
す
」
と
話
す
の
は
同
基
金
の
能

登
谷
英
俊
事
務
局
長
（
戸
田
建
設
本
社

労
務
政
策
部
長
）
だ
。

　

人
材
の
育
成
、
技
能
の
習
得
、
職
場

環
境
の
整
備
・
改
善
は
、
生
産
性
向
上
、

ひ
い
て
は
働
き
方
改
革
に
密
接
に
関
連

し
て
い
る
。
例
え
ば
、
高
い
技
能
を
発

揮
で
き
れ
ば
、
収
入
が
増
え
、
処
遇
が

改
善
さ
れ
る
。
同
時
に
、
時
間
当
た
り

の
労
働
生
産
性
も
向
上
し
、
適
正
な
休

暇
取
得
が
促
さ
れ
、
建
設
業
に
お
け
る

働
き
方
改
革
は
加
速
す
る
。
こ
う
し
た

方
程
式
は
助
成
事
業
を
検
討
し
て
い
く

な
か
で
改
め
て
確
認
さ
れ
た
と
、
能
登

戸田建設㈱は2016年、建設業に携わる人材の育成確保に取り組む企業や団体を支援する
「（一財）戸田みらい基金」を設立、その翌年から助成活動を開始した。
若手技能者、女性技能者、そして外国人技能実習生の育成、人材確保に向けた施策を公募し、
斬新かつ実効性のある取組みを資金面から支援している。

（一財）戸田みらい基金の設立趣旨と活動概要

建設就業者に関する課題：担い手の安定的な確保・育成を通じた生産体制の確立
技能者数の減少	：464万人（1997年）	➡343万人（2014年）➡216万人（2025年推計）
高齢化の進展	 ：30.2％（1997年）	➡19.0％（2017年）※35歳未満の就業者割合

建設産業に対する貢献
就労機会の拡大
技術・技能の向上

社会全体に対する貢献
安全で安心な社会基盤の

整備及び保全

継続・安定的な支援の実施
一般財団法人 戸田みらい基金

持続的
成長

若手技能者
若手技能者の採用・育成・資格
取得に効果的かつ先駆性のある
活動に係る費用の一部を補助

専門工事会社・団体
助成実績：26件

女性技能者
子育てをしながら安心して働く
ことができるよう、女性技能者に
対して保育費用等の一部を補助

個人
助成実績：17名

外国人技能実習生
外国人技能実習生の技能修習を
促進するべく、受け入れに係る
諸費用等の一部を補助

専門工事会社・個人
助成実績：11社21名
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一
般
社
団
法
人
利
根
沼
田
テ
ク
ノ
ア

カ
デ
ミ
ー
は
二
〇
一
六
年
、
群
馬
県
沼

田
市
に
開
校
し
た
職
人
育
成
塾
だ
。
母

体
は
、
お
よ
そ
四
〇
年
前
に
創
業
し
た

板
金
企
業
、
㈱
テ
ク
ノ
ア
ウ
タ
ー
が

一
〇
年
ほ
ど
前
に
設
立
し
た
板
金
技
能

訓
練
セ
ン
タ
ー
だ
。
昨
年
二
月
、
戸
田

み
ら
い
基
金
の
第
三
回
助
成
を
受
け
、

活
動
を
加
速
さ
せ
て
い
る
。
同
社
の
会

長
で
も
あ
る
桑
原
敏
彦
校
長
に
お
話
を

伺
っ
た
。「
一
〇
年
ほ
ど
前
か
ら
高
校

を
卒
業
し
た
新
人
を
会
社
で
採
用
す
る

よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
半
年
ほ
ど

で
辞
め
て
し
ま
う
社
員
が
目
立
つ
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
で
は
会
社
が
持

た
な
い
と
、
自
前
で
土
地
を
購
入
、
施

設
を
整
備
し
新
人
の
育
成
を
始
め
ま
し

た
」。
そ
の
後
、
市
や
地
方
創
生
予
算
な

ど
の
助
成
を
受
け
な
が
ら
始
ま
っ
た
技

能
の
伝
承
は
、
板
金
と
瓦
の
コ
ー
ス
を

手
始
め
に
現
在
ま
で
に
大
工
、
水
道
設

「
各
参
加
団
体
は
当
日
の
早
朝
三
時
、

四
時
か
ら
会
場
に
入
っ
て
設
営
し
ま
し

た
。
来
場
し
た
生
徒
さ
ん
は
学
校
ご
と

に
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
沿
っ
て
各
ブ
ー
ス

を
次
々
と
周
回
し
、
学
校
で
は
触
れ
る

こ
と
の
で
き
な
い
本
物
の
重
機
や
、
プ

ロ
の
職
人
さ
ん
の
貴
重
な
技
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
」
と
渡
會

副
会
長
は
話
す
。
会
場
は
繁
華
な
街
中

に
あ
る
た
め
、
一
般
市
民
が
立
ち
寄
る

姿
も
見
受
け
ら
れ
、
よ
り
多
彩
な
層
に

建
設
業
の
守
備
範
囲
の
広
さ
を
伝
え
る

こ
と
が
で
き
た
。

　
「
現
在
、
日
本
の
技
能
者
の
数
は
お

よ
そ
三
三
〇
万
人
で
す
。
そ
の
う
ち
三

分
の
一
は
五
五
歳
以
上
の
方
々
。
一
〇

年
も
し
な
い
う
ち
に
そ
の
大
半
が
引
退

し
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。
高
校
の
新
卒

者
を
建
設
業
界
に
呼
び
込
み
、
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
育
成
し
て
い
く
こ
と
が
専
門

工
事
業
界
の
最
大
の
課
題
に
な
っ
て
い

ま
す
」
と
、
同
連
合
会
の
伊
藤
順
一
事

業
本
部
長
は
危
機
感
を
隠
さ
な
い
。
そ

の
た
め
に
、
建
設
業
界
の
実
情
を
踏
ま

え
た
情
報
発
信
、
理
解
促
進
は
必
須
と

寄
せ
ら
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
教
え
て
く

れ
た
。「
あ
る
高
校
か
ら
、
当
社
に
入
社

し
た
い
と
い
う
生
徒
が
い
る
と
の
連
絡

が
あ
り
ま
し
た
。ど
う
や
ら
、昨
年
の
新

入
社
員
と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
や
り
取
り
を
し

て
い
た
よ
う
で
。
日
々
、
現
場
も
作
業

内
容
も
変
わ
っ
て
い
く
仕
事
の
面
白
さ

や
、
働
き
方
改
革
に
向
け
て
四
週
六
休

が
定
着
し
つ
つ
あ
る
こ
と
な
ど
を
聞
い

て
い
た
よ
う
で
す
。
そ
う
し
た
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方
も
今
後
重
要

に
な
る
と
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
」。

商
業
施
設
オ
ア
シ
ス
21
と
栄
広
場
で
は
、

四
〇
名
を
超
え
る
女
子
生
徒
を
含
む
約

二
四
〇
名
の
生
徒
が
ク
レ
ー
ン
車
の
操

作
や
鉄
筋
の
ガ
ス
圧
接
な
ど
の
実
習
と

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
体
験
し
た
。

限
ら
れ
た
予
算
に
合
わ
せ
た
規
模
で
開

催
す
る
べ
き
、
と
の
声
も
あ
っ
た
と
い

う
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
二
、三
の
専
門

団
体
し
か
出
展
で
き
な
い
。
建
設
業
界

の
幅
広
さ
、
工
種
の
多
様
さ
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
に
は
、
よ
り
多
く
の
団
体
の
参

加
を
促
す
必
要
が
あ
っ
た
。
専
門
工
事

事
業
者
、
団
体
が
一
堂
に
会
さ
な
け
れ

ば
意
味
が
な
い
。
日
建
連
中
部
支
部
、

戸
田
み
ら
い
基
金
の
協
力
を
得
て
、
同

連
合
会
に
所
属
す
る
二
二
の
団
体
中
、

半
分
以
上
の
一
二
団
体
が
出
展
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
日
建
連
の
会
員
企
業
も
、

中
部
支
部
が
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
会
員

で
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
着
替
え
ス
ペ
ー

ス
の
提
供
や
、
会
場
の
運
営
要
員
の
派

遣
な
ど
に
協
力
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
。

働き方改革実現へのヒント特集

未
来
の
リ
ー
ダ
ー
に
向
け

情
報
を
発
信
す
る

　

伊
藤
事
業
本
部
長
も
異
口
同
音
に
こ

う
話
し
て
く
れ
た
。「
現
場
で
は
ロ
ボ

ッ
ト
化
、
Ｉ
Ｔ
化
が
加
速
し
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
を
駆
使
し
モ
ノ
を
つ
く
る
の

は
職
人
で
す
。
そ
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
て

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
地
方

で
は
そ
う
し
た
意
識
が
ま
だ
ま
だ
希
薄

で
す
。
働
き
方
改
革
を
見
据
え
、
社
会

保
険
の
充
実
、
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

シ
ス
テ
ム
の
意
義
な
ど
を
今
一
度
考
え
、

今
後
も
リ
ー
ダ
ー
の
発
掘
、
育
成
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
」。

自
前
の
職
人
塾
か
ら
出
発

伊藤順一
Junichi Ito

建設産業専門団体
中部地区連合会
事業本部長
（㈱伊藤工業社長）

大
工
』
と
い
っ
た
認
識
を
持
っ
て
い
る

生
徒
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
実
際
に

は
、
建
設
業
は
と
び
土
工
、
型
枠
、
鉄

筋
、
更
に
は
左
官
や
内
装
と
い
っ
た
広

範
な
技
術
者
、
技
能
者
に
よ
っ
て
成
り

立
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
も

ら
い
た
か
っ
た
ん
で
す
」
と
話
す
の
は

渡
會
武
則
副
会
長
だ
。

　

合
同
体
験
フ
ェ
ア
は
、
そ
の
名
の
通

り
実
習
体
験
に
特
化
し
た
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
過
去
二
回
の
開
催
も
生
徒
や
教
員

か
ら
大
き
な
反
響
を
得
て
い
た
。
し
か

し
、
継
続
的
な
開
催
を
望
む
声
が
寄
せ

ら
れ
る
一
方
で
、
運
営
資
金
の
確
保
が

問
題
で
あ
っ
た
。
渡
會
副
会
長
は
当
時

を
こ
う
振
り
返
る
。「
第
三
回
も
更
に

活
気
の
あ
る
フ
ェ
ア
に
し
よ
う
と
検
討

を
始
め
ま
し
た
が
、
資
金
が
ひ
っ
迫
し

て
い
ま
し
た
。
協
議
会
の
一
員
で
あ
る

日
建
連
中
部
支
部
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
て
多
額
の
出
資
を
し
て
い
た
だ
い
た

ほ
か
、
戸
田
み
ら
い
基
金
の
こ
と
を
知

り
、
助
成
を
お
願
い
し
た
ん
で
す
。
申

請
が
認
め
ら
れ
、
愛
知
、
岐
阜
、
静
岡

の
三
県
か
ら
六
校
の
生
徒
さ
ん
の
参
加

を
得
て
、
三
回
目
の
フ
ェ
ア
を
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」。

　

会
場
と
な
っ
た
名
古
屋
市
栄
の
複
合

全国初の職人育成塾である利根沼田テクノアカデ
ミーの校舎（上）は廃校だった遊休施設を活用し
たもの。前身は㈱テクノアウターが設立した自社
の板金訓練所で、その後国交省、沼田市、業界団
体等の助力を得て現在の形になった。板金コース
（左上）と瓦コース（左下）はその当初からあるカ
リキュラムだ。（写真提供：（一社）利根沼田テク
ノアカデミー）

な
る
。
個
社
ご
と
に
工
業
高
校
に
向
け

た
出
前
講
座
や
特
別
講
義
も
展
開
し
て

い
る
が
、
合
同
体
験
フ
ェ
ア
は
そ
の
最

も
効
果
的
な
施
策
の
一
つ
だ
。
生
徒
の

み
な
ら
ず
学
校
の
教
員
に
と
っ
て
も
、

業
種
の
多
様
性
に
改
め
て
気
付
く
機
会

と
な
り
就
職
斡
旋
の
一
助
に
な
っ
て
い

る
。
地
元
の
ラ
ジ
オ
や
新
聞
な
ど
の
メ

デ
ィ
ア
も
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
を
展
開
し
た
。

　

そ
し
て
無
視
で
き
な
い
の
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ

の
情
報
発
信
力
だ
。
渡
會
副
会
長
は
自

ら
経
営
す
る
建
設
会
社
に
入
社
希
望
が

戸
田
み
ら
い
基
金 

助
成
事
例
②

 

一
般
社
団
法
人 

利
根
沼
田

テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー

 

一
般
社
団
法
人 

利
根
沼
田
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー

各団体の職人たちが優
しく教えてくれるなか
で、生徒たちは重機を
はじめ、学校の備品と
は異なるリアルな感触
を確かめる。なお、参
加した生徒のおよそ
1/6が女子生徒で、そ
の数40名程。男子生
徒と同様に積極的に参
加する姿が印象的だっ
た。（写真提供：建設
産業専門団体中部地区
連合会）
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技能者 管理者

団
体
や
国
土
交
通
省
な
ど
か
ら
の
視
察

が
相
次
ぎ
、
同
業
者
か
ら
も
自
社
の
新

人
育
成
を
依
頼
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

概
ね
二
〇
名
ほ
ど
の
新
人
を
四
月
か
ら

三
カ
月
間
預
か
り
、
完
全
合
宿
型
で
各

コ
ー
ス
の
技
術
を
み
っ
ち
り
と
教
え
て

い
る
と
い
う
。
ア
カ
デ
ミ
ー
を
巣
立
っ

た
担
い
手
た
ち
の
定
着
率
は
九
割
近
く

に
ま
で
高
ま
り
、
着
実
に
成
果
を
上
げ

て
い
る
。

　

働
き
方
改
革
関
連
法
案
で
は
残
業
時

間
の
規
制
や
有
給
休
暇
の
取
得
義
務
化
、

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
な
ど
が
謳
わ

れ
て
い
る
が
、
桑
原
校
長
は
基
本
的
に

賃
金
を
上
げ
て
い
く
こ
と
が
最
重
要
課

題
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。
高
卒
採
用

の
基
本
給
を
現
在
の
五
割
増
し
に
ま
で

一
気
に
引
き
上
げ
て
い
き
た
い
と
こ
う

話
す
。「
賃
金
を
上
げ
る
た
め
に
は
営

　

㈱
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
は
一
昨
年
、「
労
働

環
境
の
整
備
」
と
「
生
産
性
の
向
上
」

を
基
本
理
念
と
位
置
付
け
る
働
き
方
改

革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
特
に

労
働
時
間
の
抑
制
、
過
重
労
働
解
消
に

向
け
た
取
組
み
を
推
し
進
め
て
い
る
。

そ
の
前
提
と
な
る
同
社
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
柱

の
な
か
に
は
「
健
康
増
進
」「
高
齢
者
・

障
害
者
雇
用
の
推
進
」
も
掲
げ
ら
れ
て

い
る
。
こ
う
し
た
企
業
姿
勢
を
体
現
す

る
シ
ス
テ
ム
が
昨
年
の
夏
に
テ
ス
ト
ラ

ン
を
終
え
た
「
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
バ
イ
タ
ル

チ
ェ
ッ
カ
ー
」
だ
。

　

個
々
の
技
能
者
が
自
身
の
年
齢
、
身

長
と
体
重
、
平
常
時
の
心
拍
数
に
加
え
、

自
覚
的
な
体
力
意
識
な
ど
を
登
録
し
た

腕
時
計
型
測
定
器
と
、
現
場
周
辺
の
気

温
、
湿
度
を
モ
ニ
タ
ー
す
る
卵
型
温
湿

度
計
を
携
帯
、
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
専

用
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
介
し
て
ク
ラ

現
場
環
境
と
同
期
す
る

ウ
ド
サ
ー
バ
ー
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し
、

異
常
を
検
知
し
た
際
に
本
人
と
現
場
管

理
者
に
通
知
す
る
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
の
開
発
経
緯
に
つ
い

て
総
合
技
術
部
の
相
田
尚
生
産
開
発
セ

ン
タ
ー
長
が
説
明
し
て
く
れ
た
。「
舗

装
工
事
の
現
場
は
特
に
夏
場
が
高
温
の

た
め
過
酷
な
状
況
に
な
り
が
ち
で
す
。

四
年
ほ
ど
前
か
ら
熱
中
症
対
策
に
つ
い

て
有
効
な
手
段
が
な
い
か
と
検
討
を
始

め
た
と
こ
ろ
、
通
信
制
御
や
医
療
情
報

シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
手
掛
け
る
㈱
コ
モ

ド
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
の
『
熱
中
症
対

策
サ
ポ
ー
タ
ー
』
と
い
う
商
品
を
知
り

ま
し
た
。
こ
れ
を
ベ
ー
ス
に
、
よ
り
高

精
度
な
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
よ
う
と
共

同
で
開
発
に
着
手
し
ま
し
た
」。
熱
中

症
対
策
サ
ポ
ー
タ
ー
は
セ
ン
サ
ー
で
建

設
現
場
の
気
温
や
湿
度
を
測
定
し
、
熱

中
症
危
険
度
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
通

知
す
る
シ
ス
テ
ム
だ
っ
た
。
こ
れ
に
個

人
の
健
康
情
報
な
ど
を
付
与
し
、
環
境

情
報
と
統
合
さ
せ
れ
ば
、
個
々
の
技
能

者
と
安
全
管
理
者
に
よ
り
、
的
確
な
休

憩
の
指
示
な
ど
を
伝
達
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

そ
こ
で
課
題
と
な
っ
た
の
が
閾し

き
い

値ち

の
設
定
だ
。「
人
体
に
特
定
の
反
応
を

備
、
左
官
、
ド
ロ
ー
ン
の
操
縦
技
術
や

活
用
方
法
を
教
え
る
ま
で
に
拡
大
し
た
。

廃
校
に
な
っ
た
校
舎
を
拠
点
と
し
て
、

基
礎
か
ら
実
践
ま
で
実
効
性
の
高
い
訓

練
を
展
開
し
て
い
る
。
戸
田
み
ら
い
基

金
は
左
官
コ
ー
ス
を
開
設
す
る
際
の
力

強
い
手
立
て
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

こ
と
さ
ら
ア
カ
デ
ミ
ー
の
活
動
を
喧

伝
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
建
設
業

業
強
化
、
単
価
の
引
上
げ
を
考
慮
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
二
、三
年
後
も

今
と
同
じ
仕
事
量
が
あ
る
と
は
限
り
ま

せ
ん
か
ら
、
そ
れ
は
容
易
な
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
は
新
人
に
も

多
能
工
と
し
て
活
躍
し
て
も
ら
う
必
要

が
高
ま
る
で
し
ょ
う
。
テ
ク
ノ
ア
カ
デ

ミ
ー
は
そ
う
し
た
優
秀
な
人
材
を
育
成

す
る
と
い
う
重
要
な
使
命
を
担
っ
て
い

ま
す
」。

　

更
に
重
要
な
視
点
と
し
て
、
新
人
だ

け
で
は
な
く
多
様
な
人
材
に
向
け
た
訓

練
の
理
想
形
を
つ
く
る
こ
と
も
課
題
に

な
る
。
昨
年
、
利
根
沼
田
テ
ク
ノ
ア
カ

デ
ミ
ー
の
門
を
叩
い
た
訓
練
生
の
半
分

以
上
は
海
外
か
ら
の
技
能
実
習
生
だ
っ

た
。
中
途
採
用
、
女
性
の
志
望
者
も
含

ま
れ
る
。
桑
原
校
長
は
最
後
に
こ
う
話

し
て
く
れ
た
。「
外
国
人
の
実
習
生
は

非
常
に
熱
心
で
、
勤
勉
性
、
習
得
力
、

そ
し
て
根
性
も
日
本
人
に
は
勝
る
と
も

劣
ら
な
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
持
っ
て

い
ま
す
。
若
手
の
女
性
に
し
て
も
就
労

環
境
さ
え
整
備
し
て
あ
げ
れ
ば
そ
の
可

能
性
は
無
限
で
す
。
今
後
、
給
料
を
上

げ
、
働
き
方
を
変
え
、
そ
の
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
を
最
大
値
に
ま
で
開
花
さ
せ
て
あ

げ
た
い
で
す
ね
」。

処
遇
改
善
、賃
金
が

働
き
方
改
革
の
要

板金、瓦という設立当初の2コ
ースに加え、利根沼田テクノア
カデミーは現在、大工（右上）、
左官（右中）、水道設備（左上）
からなる合計5つのコースを用
意。訓練生は各コースで3カ月
の間、建設業一般に応用できる
「基礎訓練」と各業種に特化し
た「実践訓練」を積んだ後、所属
会社へ戻って一人前の職人を目
指す。更に、2017年にはドロ
ーン運用の資格取得が可能なド
ローン技能訓練校（右下）も開
設した。（写真提供：（一社）利
根沼田テクノアカデミー）

相田 尚
Hisashi Aita

株式会社 NIPPO
技術本部 総合技術部
生産開発センター長 兼　
ICT推進グループ課長

桑原敏彦
Toshihiko Kuwabara

一般社団法人　
利根沼田テクノアカデミー
校長
（㈱テクノアウター会長）

仲間を見守り 働き方を変える
株式会社 NIPPO

働き方改革実現へのヒント特集

舗装・土木工事およびアスファルト合材の製造、販売のリーディング企業である㈱ＮＩＰＰＯが
昨年の夏、工事現場における技能者の健康状態をリアルタイムで管理するシステムを開発した。
個人の特性と現場環境の情報を掛け合わせて体調データをフィードバックする。
このシステムから、働き方改革に大きく寄与する側面が見えてきた。

NIPPOバイタルチェッカーのしくみ

技能者用画面

管理者用画面

クラウド
サーバー

技能者が身に付けるもの

リアルタイムで
データを取得

常時データの送付や
異常時アラート通知

異常値を
アラートでお知らせ!!

建設業界 142019.115 建設業界 2019.1



引
き
起
こ
さ
せ
る
限
界
点
で
あ
る
閾
値

を
ど
こ
に
設
定
す
る
べ
き
な
の
か
。
心

拍
数
や
体
温
だ
け
で
い
い
の
か
。
そ
の

基
準
を
見
出
す
の
に
苦
労
し
ま
し
た
」

と
相
田
セ
ン
タ
ー
長
は
振
り
返
る
。
セ

ン
サ
ー
を
装
着
し
て
屋
外
だ
け
で
は
な

く
、
屋
内
で
も
熱
中
症
に
な
り
や
す
い

環
境
を
疑
似
的
に
再
現
し
、
そ
こ
で
被

験
者
に
ス
ク
ワ
ッ
ト
や
踏
み
台
昇
降
と

い
っ
た
運
動
を
繰
り
返
し
て
も
ら
い
、

環
境
と
体
調
変
化
の
関
係
性
を
探
っ
た
。

同
セ
ン
タ
ー
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
グ
ル
ー
プ

に
所
属
す
る
駒
坂
翼
係
長
は
「
約
二
年

間
を
デ
ー
タ
の
収
集
と
解
析
に
費
や
し
、

こ
れ
を
も
と
に
閾
値
と
算
定
式
を
確
定

し
ま
し
た
。
現
時
点
で
最
適
な
運
用
が

可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
研

究
を
重
ね
、
更
に
精
度
を
高
め
て
い
き

ま
す
」
と
説
明
す
る
。

　

舗
装
現
場
は
夏
場
の
酷
暑
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
技
能
者
が
扱
う
合
材
の
温

度
は
約
一
六
〇
度
に
達
す
る
と
い
う
。

相
田
セ
ン
タ
ー
長
が
こ
う
言
葉
を
つ
な

ぐ
。「
も
と
も
と
過
酷
な
作
業
環
境
で

は
閾
値
の
精
度
に
よ
っ
て
は
、
年
中
ピ

ー
ピ
ー
と
警
告
音
が
鳴
り
続
け
て
し
ま

う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
個
々

人
の
属
性
、
情
報
を
い
か
に
正
確
に
反

映
す
る
か
が
重
要
に
な
り
ま
す
が
、
ス

ク
ワ
ッ
ト
に
し
て
も
、
あ
る
人
に
は
苦

痛
と
な
る
限
界
値
が
、
別
の
被
験
者
だ

と
運
動
の
快
感
と
し
て
感
じ
ら
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
閾
値
の
設
定
は
非
常

に
難
し
い
工
程
に
な
り
ま
し
た
」。

　

運
用
試
験
は
山
形
、
新
潟
、
三
重
の

三
県
の
現
場
で
そ
れ
ぞ
れ
高
齢
者
、
ガ

ー
ド
マ
ン
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
班
を

対
象
に
行
わ
れ
た
。
特
に
熟
練
の
技
能

と
経
験
を
有
す
る
高
齢
者
は
会
社
の
財

産
だ
。
健
康
に
配
慮
し
な
が
ら
可
能
な

限
り
ベ
テ
ラ
ン
の
技
を
若
手
に
伝
承
し

て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
山
形

県
の
試
験
運
用
で
は
高
齢
者
に
特
化
し

た
デ
ー
タ
を
収
集
し
た
。

　

後
の
利
用
者
に
対
し
て
行
っ
た
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
導
入
効
果
に
つ
い
て

「
担
当
者
か
ら
声
掛
け
が
あ
り
見
守
ら

れ
て
い
る
と
感
じ
た
」「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

仲
間
を
見
守
る
最
先
端
技
術

ー
シ
ョ
ン
の
足
掛
か
り
に
な
っ
た
」
と

い
う
評
価
が
寄
せ
ら
れ
た
。
実
は
そ
う

し
た
副
次
的
な
効
果
が
大
き
い
と
相
田

セ
ン
タ
ー
長
は
考
え
て
い
る
。「
熱
中

症
の
危
険
性
を
ど
こ
ま
で
伝
達
す
る
べ

き
な
の
か
も
悩
み
ど
こ
ろ
で
し
た
。
本

人
だ
け
で
い
い
の
か
。
周
囲
に
注
意
を

喚
起
す
る
た
め
ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
ラ
ン
プ

を
装
着
し
て
危
険
時
に
点
灯
さ
せ
る
と

い
っ
た
こ
と
も
本
気
で
検
討
し
ま
し
た
。

結
果
的
に
、
現
場
で
は
本
人
と
管
理
者

に
バ
イ
ブ
レ
ー
タ
ー
機
能
で
同
時
に
警

告
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
が
、
管
理
者

が
積
極
的
に
当
人
に
対
し
て
大
丈
夫
か

と
声
を
掛
け
、
少
し
休
め
と
休
憩
を
促

ス
テ
ム
も
「
仲
間
を
見
守
る
」「
現
場
か

ら
加
害
者
、
被
害
者
を
出
さ
な
い
」
と

い
う
発
想
が
根
底
に
あ
る
と
い
う
。
相

田
セ
ン
タ
ー
長
が
携
わ
っ
て
き
た
技
術

開
発
部
門
は
省
人
化
、
省
力
化
を
目
的

に
掲
げ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
近
年

は
社
員
の
働
き
方
改
革
を
後
押
し
す
る

と
い
う
視
点
が
重
要
視
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
専
用
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
携
帯
す
る
の
が
面
倒
」

「
バ
イ
ブ
レ
ー
タ
ー
が
弱
い
」
な
ど
の

回
答
も
見
ら
れ
た
。「
新
し
い
試
み
に

は
多
少
抵
抗
が
あ
る
こ
と
も
否
め
ま
せ

ん
。
デ
バ
イ
ス
も
次
々
と
新
製
品
が
開

発
さ
れ
て
い
ま
す
。
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ

プ
し
て
将
来
的
に
は
全
現
場
へ
の
普
及

を
目
指
し
ま
す
」
と
相
田
セ
ン
タ
ー
長

は
抱
負
を
語
る
。
駒
坂
係
長
も
「
夏
季

の
熱
中
症
対
策
だ
け
で
は
な
く
、
厳
冬

期
に
も
機
能
で
き
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て

進
化
さ
せ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
バ
イ

タ
ル
チ
ェ
ッ
カ
ー
を
季
節
モ
ノ
の
ツ
ー

ル
に
し
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
冬
季
だ
か

ら
こ
そ
必
要
と
さ
れ
る
機
能
、
収
集
で

き
る
デ
ー
タ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
道

路
整
備
は
夏
場
に
限
っ
た
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
ら
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

駒坂 翼
Tsubasa Komasaka

株式会社 NIPPO
技術本部 総合技術部
生産開発センター　
ICT推進グループ 係長

働き方改革実現へのヒント特集

す
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
」。

　

建
設
現
場
は
時
間
と
の
戦
い
だ
。
特

に
舗
装
工
事
は
道
路
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

を
担
っ
て
い
る
。
通
行
止
め
や
渋
滞
を

緩
和
、
回
避
す
る
た
め
に
工
程
厳
守
は

最
重
要
課
題
に
な
る
。
そ
れ
だ
け
に
、

自
分
の
体
調
の
都
合
で
休
憩
を
申
し
出

る
こ
と
が
難
し
い
。「
現
場
の
技
能
者

は
そ
の
使
命
感
か
ら
、
多
少
気
分
が
悪

く
て
も
倒
れ
る
ま
で
仕
事
を
し
て
し
ま

う
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
周
囲
の
管
理
者
、

担
当
者
が
気
遣
う
こ
と
で
熱
中
症
を
未

然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
バ
イ
タ

ル
チ
ェ
ッ
カ
ー
は
仲
間
を
見
守
る
ツ
ー

ル
な
ん
で
す
」
と
相
田
セ
ン
タ
ー
長
は

言
葉
に
力
を
込
め
る
。
そ
う
し
た
管
理

者
と
技
能
者
の
や
り
取
り
は
周
囲
に
も

認
識
さ
れ
、
現
場
全
体
の
一
体
感
を
醸

成
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。

働
き
方
改
革
関
連
法
案
に
も
、
原
則
的

に
企
業
側
に
社
員
の
労
働
時
間
を
把
握

し
た
う
え
で
年
次
休
暇
を
取
得
さ
せ
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
バ
イ

タ
ル
チ
ェ
ッ
カ
ー
は
単
な
る
健
康
管
理

シ
ス
テ
ム
で
は
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
効
果
を
上
げ
て

い
る
。

　

タ
グ
を
付
け
た
技
能
者
が
接
近
す
る

と
自
動
停
止
す
る
建
設
機
械
を
は
じ
め
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
駆
使
し
た
施
工
シ

2年間にわたるデータ収集
（アラート閾

しきい

値
ち

の検討）

バイタルチェッカーを使用する
現場の技能者は、最初にスマー
トフォンのアプリで自分の属性
を設定する。項目には「体力目
安」というものもあり、このよ
うな情報を基に、個々人に合わ
せて基準値が設定される。更
に、腕時計型測定器や、卵型温
湿度計で感知された現場の気
温、湿度、技能者の心拍数など
のデータと連関し、異常な値を
検知した時にアラートが発報す
る。（写真提供：㈱NIPPO）

独自の閾値による舗装工事向け体調見守りシステム
「NIPPOバイタルチェッカー」が完成

屋内試験屋外試験

現場での運用試験
技能者の健康状態を見守る「NIPPOバイタルチェッカー」。
どんな技能者にも対応し得る健康管理の基準を求めて、場
所、対象の異なる3つの現場で運用試験が展開された。（写
真提供：㈱NIPPO）

❶東北中央道上山舗装工事（東北支店）
　➡高齢技能者を対象に現場での運用試験

❷新名神菰野舗装工事（中部支店）
　➡コンクリート舗装班を対象に

❸上信越道上越舗装工事（北信越支店）
　➡ガードマンなどを対象に
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